
1 

 

令和８年７月１０日  市長定例記者会見 

 

 

１ 概要 

 本市は持続可能な社会の実現に向け、2050 年までのカーボン

ニュートラル達成を目指しており、大学や企業等とともに脱炭素

化に向けた取組を加速させているところである。昨年度は「触
さわ

れ

る地球」を導入し、環境意識のステージに応じた様々な環境学習

の場の拡充、また講演会や出前講座を実施するなど、脱炭素化の

必要性について幅広い世代へ啓発を行ってきた。 

今年度は高校生を対象に、環境課題を「自分ごと」として捉え、

自ら学び、考えを発信することを目的に「触
さわ

れる地球」を活用し

た実践型の環境学習プログラム「東広島未来 LABO」を開催する。 

 

２ 開催概要 

本プログラムでは、市内高校生が地球規模の環境課題を学び、自分たちの理想とする環境や未来の

姿を探求。「触
さわ

れる地球」のコンテンツを活用しながら、学びの成果をプレゼンテーションとして発表

する。なお、広島大学の学生が在籍している「ひとむすび」が伴走し、高校生を支援する。 

地球の現状を直感的に学べる「触
さわ

れる地球」と、高校生の自由な発想を融合させた新たな取組であ

る。全４回のプログラムを通じて、高校生が地球の「今」を知り、自分たちの生活や地域に落とし込

んで考え、仲間とともに理想とする未来を描き、主体的に表現する機会とする。 

 日 時 場 所 内 容 

１日目 
令和８年７月 12 日（日） 

10：00～16：00 

東広島イノベーショ

ンラボ ミライノ⁺ 

説明会 

参加者同士の交流 

触
さわ

れる地球の操作体験 

２日目 
令和８年８月８日（土） 

13：00～16：00 
東広島市立美術館 

構成案の共有とフィード

バック 

３日目 令和８年９月上旬（予定） 未定 
プレゼンテーションを含

めたリハーサル発表 

４日目 

※エコパークフェア

内で開催予定 

令和８年 10 月 18 日（日） 
広島中央エコパーク

３階会議室 

最終発表 

講評および表彰式 

 

３ 参加者 

・武田高等学校：２グループ（３人、２人） 

・近畿大学附属広島高等学校東広島校：２グループ（２人、２人） 

・賀茂高等学校：１グループ（４人） 

生活環境部環境先進都市推進課 

電話：082-420-0928 

～高校生が「触
さわ

れる地球」で未来を描く～ 

「東広島未来 LABO」始動！ 
 

 

触
さわ

れる地球 


